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第
１
章　

土
器
の
日
本
史　

�

　

15

─
縄
文
土
器
か
ら
ガ
ラ
ス
ま
で

人
類
が
火
を
使
っ
て
「
化
学
変
化
」
を
利
用
す
る
／
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
日
本
列
島
到
着
／

土
器
は
初
め
て
の
「
化
学
変
化
」
の
産
物
／
一
万
数
千
年
続
い
た
縄
文
時
代
／

縄
文
土
器
は
そ
の
出
現
か
ら
煮
炊
き
用
だ
っ
た
／

陶
磁
器
は
土
器
、
陶
器
、
磁
器
に
分
け
ら
れ
る
／
粘
土
が
陶
磁
器
に
な
る
し
く
み
／

日
本
の
陶
磁
器
の
歴
史
／
焼
き
物
（
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
）
は
三
大
材
料
の
一
つ
／

ガ
ス
コ
ン
ロ
に
も
使
わ
れ
る
焼
き
物
／
酸
化
チ
タ
ン
の
光
触
媒
効
果
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第
２
章　

ト
イ
レ
の
日
本
史　

�

　

39

─
桟
橋
式
ト
イ
レ
か
ら
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
ま
で

う
ん
ち
は
何
か
ら
で
き
て
い
る
の
？
／
鳥
浜
貝
塚
の
桟
橋
式
ト
イ
レ
／

縄
文
時
代
の
う
ん
ち
の
化
石
／
藤
原
京
遺
跡
か
ら
ト
イ
レ
の
跡
／

ト
イ
レ
遺
構
の
う
ん
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
不
衛
生
な
都
で
猛
威
を
ふ
る
っ
た
天
然
痘
／

下
肥
で
作
物
が
よ
く
育
つ
／
江
戸
時
代
に
は
人
の
屎
尿
が
高
額
で
売
れ
た
／

住
宅
公
団
の
団
地
が
水
洗
ト
イ
レ
を
増
加
さ
せ
た
／
世
界
の
羨
望
を
集
め
る
温
水
洗
浄
便
座
／

Ｃ
Ｍ
「
お
し
り
だ
っ
て
、
洗
っ
て
ほ
し
い
。」
の
衝
撃

第
３
章　

建
造
物
の
日
本
史　

�

　

59

─
法
隆
寺
五
重
塔
か
ら
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ま
で

古
代
に
突
如
現
れ
た
高
さ
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
塔
／

ヒ
ノ
キ
を
最
大
限
活
か
し
て
い
る
法
隆
寺
五
重
塔
／
古
代
建
築
で
使
わ
れ
た
優
れ
た
和
釘
／

横
揺
れ
で
も
外
れ
な
い
法
隆
寺
五
重
塔
の
「
心
柱
」／

建
築
技
術
の
最
先
端
が
城
づ
く
り
に
移
る
／
姫
路
城
の
大
天
守
の
構
造
／
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石
垣
づ
く
り
の
技
の
向
上
／
名
勝
松
島
の
瑞
巌
寺
本
堂
に
耐
震
補
強
の
技
／

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
「
心
柱
制
振
」

第
４
章　

金
と
銀
の
日
本
史　

�

　

77

─
奈
良
の
大
仏
か
ら
都
市
鉱
山
ま
で

貴
金
属
の
代
表
と
し
て
の
金
銀
／
金
は
人
間
の
異
常
な
欲
望
の
源
／

日
本
最
古
の
金
は
「
漢
委
奴
国
王
印
」／
な
ぜ
奈
良
の
大
仏
は
金
ぴ
か
に
さ
れ
た
の
か
／

日
本
か
ら
大
量
の
砂
金
が
海
外
へ
／
世
界
の
銀
生
産
額
の
三
分
の
一
を
占
め
た
石
見
銀
山
／

幕
府
の
財
政
を
支
え
た
佐
渡
金
山
／
今
で
も
金
を
採
掘
し
て
い
る
菱
刈
鉱
山
／

日
本
の
「
都
市
鉱
山
」
と
深
海
底
に
眠
る
鉱
物
資
源

第
５
章　

鉄
の
日
本
史　

�

　

97

─
古
代
の
武
器
・
農
具
か
ら
近
代
製
鉄
ま
で

鉄
は
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く
る
の
か
／
日
本
の
鉄
づ
く
り
、「
た
た
ら
製
鉄
」
が
発
展
／

中
国
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
日
本
の
鍛
鉄
／
恐
る
べ
き
古
代
技
術
の
粋
、
日
本
刀
／
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た
っ
た
二
挺
か
ら
世
界
一
の
鉄
砲
大
国
に
／
堺
は
鉄
砲
鍛
冶
か
ら
自
転
車
製
造
の
拠
点
へ
／

鉄
の
利
用
は
国
家
の
強
さ
の
物
差
し
／
鉄
を
大
量
に
つ
く
る
高
炉
の
し
く
み
／

コ
ー
ク
ス
高
炉
で
二
酸
化
炭
素
の
削
減
を
目
指
す
／
鉄
は
金
属
の
中
の
王
様
的
存
在

第
６
章　

食
の
日
本
史　

�

　

117

─
稲
作
か
ら
う
ま
味
調
味
料
ま
で

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
た
縄
文
時
代
の
食
事
／
収
穫
し
や
す
い
イ
ネ
に
つ
く
り
変
え
る
／

発
酵
食
品
大
国
・
日
本
／
日
本
の
国
菌
「
コ
ウ
ジ
カ
ビ
」／

世
界
一
〇
〇
カ
国
以
上
で
愛
さ
れ
る
調
味
料
・
醬
油
／
江
戸
時
代
の
食
べ
物
屋
と
寿
司
／

甘
味
・
酸
味
・
苦
味
・
塩
味
と
「
日
本
発
祥
の
う
ま
味
」／

う
ま
味
調
味
料
の
風
評
に
根
拠
な
し
／
電
気
釡
は
家
事
労
働
の
軽
減
に
／

「
和
食
」
が
日
本
人
の
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
を
の
ば
し
た
／

世
界
に
認
め
ら
れ
た
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
「
和
食
」
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第
７
章　

漆
の
日
本
史　

�

　

141

─
漆
塗
り
土
器
か
ら
漆
メ
ダ
ル
ま
で

最
も
美
し
い
と
評
さ
れ
た
「
漆
メ
ダ
ル
」／

ウ
ル
シ
の
樹
液
は
木
の
器
を
守
り
、
美
し
く
す
る
／
漆
は
ど
う
や
っ
て
乾
く
？
／

漆
搔
き
技
術
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
／
九
千
年
前
の
縄
文
時
代
の
漆
工
芸
／

奈
良
時
代
の
仏
像
、
戦
国
時
代
の
茶
の
湯
に
も
使
わ
れ
た
／

〝
ジ
ャ
パ
ン
〞
は
日
本
の
漆
器
の
こ
と
な
の
か
？
／
大
正
・
昭
和
時
代
以
降
の
漆
工
芸

第
８
章　

品
種
改
良
の
日
本
史　

�

　

157

─
キ
ン
ギ
ョ
、
ア
サ
ガ
オ
か
ら
サ
ク
ラ
ま
で

キ
ン
ギ
ョ
と
は
ど
ん
な
魚
か
／
江
戸
の
キ
ン
ギ
ョ
ブ
ー
ム
／

代
表
的
な
四
種
類
の
キ
ン
ギ
ョ
／
日
本
人
の
美
意
識
が
生
み
出
す
キ
ン
ギ
ョ
／

ア
サ
ガ
オ
の
突
然
変
異
体
が
生
ま
れ
る
／
日
本
の
サ
ク
ラ
の
約
八
割
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
／

誤
解
さ
れ
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
／
人
為
突
然
変
異
体
を
利
用
し
た
品
種
改
良
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第
９
章　

電
池
の
日
本
史　

�

　

175

─
屋
井
乾
電
池
か
ら
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
ま
で

電
池
の
発
明
は
カ
エ
ル
の
け
い
れ
ん
現
象
が
き
っ
か
け
／

日
本
で
初
め
て
「
化
学
」
が
紹
介
さ
れ
る
／
日
本
の
近
代
化
学
の
発
展
を
支
え
た
川
本
幸
民
／

世
界
で
初
め
て
つ
く
ら
れ
た
「
使
え
る
乾
電
池
」／
電
池
の
回
路
を
電
子
が
移
動
す
る
／

一
次
電
池
（
使
い
切
り
）
と
二
次
電
池
（
充
電
可
能
）／

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
の
開
発
／
発
電
装
置
と
し
て
の
水
素
燃
料
電
池
／

今
、
大
注
目
の
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池

第
10
章　

磁
石
の
日
本
史　

�

　

197

─
Ｋ
Ｓ
鋼
か
ら
世
界
最
強
の
ネ
オ
ジ
ム
磁
石
ま
で

「
磁
石
」
の
「
磁
」
と
「
石
」
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
？
／
磁
石
王
国
・
日
本
へ
の
道
／

日
本
と
欧
米
の
熾
烈
な
磁
石
競
争
／
ス
マ
ホ
で
大
活
躍
の
ネ
オ
ジ
ム
磁
石
／

日
本
を
ゆ
る
が
す
レ
ア
ア
ー
ス
の
資
源
問
題
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第
11
章　

機
械
の
日
本
史　

�

　

209

─
か
ら
く
り
人
形
か
ら
自
動
車
ま
で

東
京
銀
座
に
看
板
「
万
般
の
機
械
考
案
の
依
頼
に
応
ず
」／

久
重
の
〝
か
ら
く
り
人
形
〞
の
最
高
傑
作
は
「
弓
曳
童
子
」／

万
年
時
計
か
ら
蒸
気
船
づ
く
り
へ
／
ク
ォ
ー
ツ
時
計
の
し
く
み
／

誤
差
が
小
さ
い
セ
イ
コ
ー
の
ク
ォ
ー
ツ
時
計
／
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ル
ー
ツ
／

人
力
織
機
の
発
明
か
ら
自
動
織
機
の
発
明
へ

第
12
章　

通
信
の
日
本
史　

�

　

227

─
狼
煙
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
で

狼
煙
か
ら
無
線
通
信
へ
／
ペ
リ
ー
の
来
航
時
、
日
本
に
電
信
機
が
入
っ
て
き
た
／

日
本
で
初
め
て
電
話
が
開
通
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
光
回
線
へ
／

最
高
性
能
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
発
明
／
携
帯
電
話
か
ら
ス
マ
ホ
へ
／

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
デ
ー
タ
を
伝
え
る
し
く
み
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第
13
章　

鉄
道
の
日
本
史　

�

　

243

─
蒸
気
機
関
車
か
ら
新
幹
線
ま
で

鉄
道
は
ま
ず
軌
道
（
レ
ー
ル
）
の
発
明
か
ら
／

明
治
に
な
っ
て
五
年
で
早
く
も
鉄
道
を
走
ら
せ
る
／「
電
車
大
国
」
日
本
／

世
界
へ
飛
躍
し
た
日
本
の
「
シ
ン
カ
ン
セ
ン
」／
新
幹
線
設
計
上
の
工
夫
／

新
幹
線
の
年
間
平
均
「
遅
延
時
間
」
は
な
ん
と
一
二
秒
／

在
来
線
と
は
異
な
る
新
幹
線
が
走
る
し
く
み
／
新
幹
線
の
高
速
走
行
と
安
全
対
策

第
14
章　

灯
り
の
日
本
史　

�

　

259

─
た
い
ま
つ
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ま
で

た
き
火
・
た
い
ま
つ
・
油
ラ
ン
プ
／
日
本
独
自
の
「
和
ろ
う
そ
く
」／

石
油
（
灯
油
）
ラ
ン
プ
と
ガ
ス
灯
／
日
本
は
明
治
時
代
中
頃
に
は
電
気
が
通
っ
て
い
た
／

白
熱
電
球
の
明
る
さ
は
あ
ん
ど
ん
の
八
〇
倍
／
白
熱
電
球
開
発
に
お
け
る
日
本
人
の
寄
与
／

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
照
明
へ
／
世
界
で
初
の
高
輝
度
の
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
発
明
／

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
次
は
何
か
？
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お
わ
り
に　

�

　

277

主
な
参
考
文
献　

�
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図
版
作
成
／
ウ
エ
イ
ド
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は
じ
め
に

　

歴
史
の
主
人
公
は
人
間
だ
。
人
間
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
側
面
が
あ
る
。
も
と
も
と
人
間
は
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン

ス
（
思
索
者
）
で
も
あ
れ
ば
、
ホ
モ
・
フ
ァ
ー
ベ
ル
（
も
の
づ
く
り
者
）
で
も
あ
る
。
社
会
的
存
在
で
あ
り
、
ま

た
社
会
は
経
済
行
為
な
し
に
成
り
立
た
な
い
か
ら
、
ホ
モ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
（
政
治
者
）、
ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク

ス
（
経
済
者
）
で
も
あ
る
。

　

そ
し
て
、
私
が
最
も
重
視
し
た
い
の
は
、
人
間
は
何
ら
か
の
愉た

の

し
み
な
し
に
は
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
な
い

か
ら
、
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
（
娯
楽
者
）
と
も
い
え
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
人
類
は
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
自
然
に
働
き
か
け
な
が
ら
、
も
の
づ
く
り
か
ら
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
（
技
術
）
を
、
さ
ら
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
絡
ま
せ
な
が
ら
、
自
然
に
潜
む
構
造
や
法
則
を
思
索
・
洞
察
し

て
サ
イ
エ
ン
ス
（
自
然
科
学
）
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
人
類
は
そ
の
サ
イ
エ
ン
ス
を
利
用
し
て
、

生
活
を
よ
り
便
利
に
し
た
り
、
愉
し
ん
だ
り
し
て
き
た
の
だ
。

　

私
は
、
日
本
列
島
で
も
そ
う
だ
っ
た
と
本
書
で
い
い
た
い
。
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そ
う
し
た
サ
イ
エ
ン
ス
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
、「
極
東
」
の
島
国
で
あ
る
日
本
列
島
の
人
々
も
学
び
、
真ま

似ね

し
、
さ
ら
に
新
し
く
創
造
を
し
た
。

　

日
本
人
は
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
サ
イ
エ
ン
ス
に
つ
い
て
、
海
外
か
ら
貪
欲
に
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
真
似

を
し
つ
つ
も
、
元
の
も
の
を
超
え
る
こ
と
も
し
て
き
た
し
、
独
創
性
も
発
揮
し
て
き
た
。
そ
の
サ
イ
エ
ン
ス
こ

そ
が
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
解
決
し
て
い
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

第
１
章
の
「
土
器
の
日
本
史
」
で
述
べ
る
よ
う
に
、
縄
文
人
は
今
ま
で
硬
く
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
食
物
を
火
と
土
器
を
使
っ
て
、
煮
て
柔
ら
か
く
す
る
こ
と
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
土
器
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
サ
イ
エ
ン
ス
の
力
と
い
え
る
。

　

第
２
章
の
「
ト
イ
レ
の
日
本
史
」
で
は
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
日
本
人
の
ト
イ
レ
事
情
を
解
説
し
て
い
る
。

文
献
資
料
で
は
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
当
時
の
ト
イ
レ
事
情
や
生
活
状
態
、
社
会
状
況
が
サ
イ
エ
ン
ス
の
視
点

か
ら
見
え
て
く
る
。

　

以
下
の
章
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
取
り
あ
げ
る
。

　

日
本
の
歴
史
や
文
化
を
象
徴
す
る
奈
良
の
大
仏
・
法
隆
寺
五
重
塔
・
日
本
刀
も
、
世
界
を
魅
了
す
る
和
食
・

漆
工
芸
も
、
日
頃
利
用
す
る
鉄
道
・
自
動
車
も
サ
イ
エ
ン
ス
の
知
恵
な
し
に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
サ
イ
エ
ン
ス
は
現
代
の
私
た
ち
に
欠
か
せ
な
い
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
つ
く
っ
て
き
た
し
、
日
本
の
歴
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史
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
そ
の
力
を
発
揮
し
て
き
た
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
の
視
点
で
見
た
日
本
史
を
学
ぶ
こ
と
が
い
か
に
大
事
か
、
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　

本
書
で
は
歴
史
を
順
序
立
て
て
追
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
日
本
史
の
中
で
サ
イ
エ
ン
ス
が
深
く
関
わ
っ
て

き
た
一
四
の
テ
ー
マ
を
厳
選
し
、
興
味
深
く
、
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
な
が
ら
解
説
す
る
こ
と
に
主
眼

を
置
い
た
。
過
去
か
ら
現
在
ま
で
、
サ
イ
エ
ン
ス
の
進
歩
の
す
ご
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、
私
た
ち
日
本
人
の
先
達
が
成
し
と
げ
た
数あ

ま
た多
の
偉
大
な
発
明
を

紹
介
す
る
こ
と
で
、
読
者
の
皆
様
に
元
気
や
勇
気
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

　

日
本
史
を
サ
イ
エ
ン
ス
の
視
点
か
ら
見
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
だ
ろ
う
が
、「
科
学
技
術
創
造
立
国
」
の
一

員
と
し
て
愉
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
嬉う

れ

し
い
。


